
 

 

令和５年度  シラバス                        北海道札幌丘珠高等学校  

講 座 名 倫理 教 科 公民科 科 目 倫理 

開 講 学 年 ３ 履 修 区 分 必履修 単 位 数 ２ 

教 科 書 高校倫理 新訂版（実教出版） 

教 材  

 

１ 科目の目標・学習内容 

青年期の課題と、人間としての在り方生き方について、おもに古今東西の諸思想の学習をとおして、理解と思索を深める。 

主体としての自己の確立をめざして、とくに人間の尊厳についての倫理的な考え方を学びとり、人格形成に努める意欲をたかめる。 

現代社会の倫理的な課題について、主体的な思考と公正な判断の能力を育てる。 

 

２ 学習の到達目標 

①関心・意欲・態度 ②思考・判断・表現 ③資料活用の技能 ④知識・理解 

人間尊重の精神と生命に対する

畏敬の念に基づいて、青年期に

おける自己形成について関心を

高め、人格の形成と他者と共に

生きる主体としての自己の確立

に努める実践的意欲をもつとと

もに、これらに関わる諸課題を

探究する態度を身に付け、人間

としての在り方生き方について

自覚を深めようとする 

他者と共に生きる主体としての

自己の確立について広く課題を

見いだし、人間の存在や価値な

どについて多面的・多角的に考

察し探究するとともに、良識あ

る公民として広い視野に立って

主体的かつ公正に判断して、そ

の過程や結果を様々な方法で適

切に表現している。 

青年期における自己形成や人間

としての在り方生き方などに関

する諸資料を様々なメディアを

通して収集し、有用な情報を適

切に選択して、これらを他者と

共に生きる主体としての自己の

確立に資するよう活用してい

る。 

青年期における自己形成や人

間としての在り方生き方など

に関わる基本的な事柄を、他

者と共に生きる主体としての

自己確立の課題とつなげて理

解し、人格形成に生かす知識

として身に付けている。 

 

３ 学習計画 

 

月 

 

単元名 

特に培いたい

資質能力 

 

学習内容 

単元の評価規準 評価方法 
【評価規準】 

① ② ③ ④  
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５ 
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７ 

 
 

８ 

 

 

１章 

 １節 

 ２節 

①知識・技能 

②思考力・判断力・表現

力 

③主体性・積極性 

⑥責任感・使命感 

 

○「人間とは何か」という根源的な問いから出発し

て、「第二の誕生」「マージナル－マン」等を学習

し、青年期特有の不安を、客観的に理解する。 

○青年期の課題をアイデンティティの確立として捉

え、生涯にわたる自己確立の視点をもつ。 

青年期の意義と課

題に対する関心を

高め、それを意欲

的に探究し、他者

と共に生きる自己

の生き方について

考えようとしてい

る。 

芸術家の人生と作

品を手掛かりとし

て、青年期の意義

と自己の在り方生

き方について考え

ようとしている。 

 

自らの体験や悩みを振り

返ることから課題を見い

だし、それに基づいて青

年期の意義と課題を多面

的・多角的に考察し、豊

かな自己形成に向けて探

究するとともに、他者と

共に生きる自己の生き方

について広い視野に立っ

て主体的かつ公正に判断

している。また、課題を

追究し考察した過程や結

果を様々な方法で適切に

表現している。 

 

自らの体験や悩

みを踏まえて、

青年期の意義と

課題に関する諸

資料を様々なメ

ディアを通して

収集し、豊かな

自己形成に向け

た学習に役立つ

情報を主体的か

つ適切に選択し

て活用している 

 

青年期の不安や性

格適性に関する悩

みなどが、生きる

主体としての自己

確立の過程に共通

する問題であり、

人生観、世界観、

価値観の形成が必

要であることを理

解し、人格の形成

に生かす知識とし

て身に付けている 

 

 

発言② 

ノート整理①④ 

課題提出① 

討論②③ 

 

２章 

 １節 

 ２節 

 ３節 

 ４節 

  

 

 

 

①知識・技能 

②思考力・判断力・表現

力 

③主体性・積極性 

④協調性・柔軟性 

⑦意欲・関心・態度 

 

○古代ギリシアの、自然哲学の誕生を通して、理性

的人間観と合理的世界観の成立を理解する。 

○知的探求が善く生きることと一体である、ソクラ

テスの哲学的精神の意義を理解する。 

○理想主義であるイデア論の特徴を理解し、理性の

役割や「哲人政治」の意義について考える。 

○アリストテレスの自然観、および道徳論・国家論

の、現実主義的な特徴を理解する。 

○自然との一致を願う個人主義が、世界市民の自覚

や自然法の観念を生んだことを理解する。 

○キリスト教の形成を学習し、厳格な道徳意識に立

つ、一神教の特徴を理解する。 

○神の愛アガペーと隣人愛の意義を考える。 

○イエス＝キリストの信仰の成立を学習し、パウロ

やアウグスティヌスの人間観を理解する。 

○キリスト教とイスラームの思想的な関係を理解

し、イスラム共同体の意義を考える。 

○仏教が自己形成の実践であることを理解する。 

○ブッダの縁起説や無我の法について学習し、西洋

思想とは異なる、仏教の世界観や人間観の特徴とを

考える。 

○仏教の成立とアジアへの伝播を学習し、日本思想

の伝統となる、大乗仏教の特徴を理解する。 

 

人生における哲

学、宗教などのも

つ意義に対する関

心を高め、それら

のもつ自己および

人間の存在や価値

にかかわる課題を

意欲的に探究し、

人間としての在り

方生き方について

考えようとしてい

る。 

人生における哲学、宗教

などのもつ意義に対する

関心を高め、それらのも

つ自己および人間の存在

や価値にかかわる課題を

意欲的に探究し、人間と

しての在り方生き方につ

いて考えようとしてい

る。 

人生における哲

学、宗教などの

もつ意義に対す

る関心を高め、

それらのもつ自

己および人間の

存在や価値にか

かわる課題を意

欲的に探究し、

人間としての在

り方生き方につ

いて考えようと

している。 

ギリシア思想、キ

リスト教、イスラ

ーム、仏教、中国

思想などの基本的

な考え方につい

て、人間の存在や

価値にかかわる基

本的な課題である

ことに気付き、生

きる主体としての

自己確立の課題と

つなげて理解し、

人格の形成に生か

す知識として身に

付けている。 

発言② 

ノート整理①④ 

課題提出① 

討論②③ 

 

中間考査  

５節 

 ６節 

 

 

３章 

 １節 

 ２節 

 ３節 

 

 

 

 

 

 

①知識・技能 

②思考力・判断力・表現

力 

③主体性・積極性 

④協調性・柔軟性 

⑦意欲・関心・態度 

○孔子の説く人倫の道の特徴を理解し、漢字文化圏

に共通する家族主義道徳について考える。 

○儒教的人間観および世界観の特徴を理解する。 

○老荘思想の「道」の捉え方を学習し、禅仏教の文

化に通じる、文明批判について考える。 

 

 

○日本の風土とそのなかで育まれた日本人の自然観

の特徴、日本文化の基層を理解する。 

○原日本文化の複合的性格や、アニミズムの宗教文

化の特徴を理解する。 

○外来宗教である仏教の移入と展開について学習

し、神仏習合した宗教の在り方を考える。 

○鎌倉新仏教の宗教思想の特徴を理解する。 

○親鸞の「自然法爾」や道元の「修証一等」に共通

する、日本人の人生態度について考える。 

○仏教的な伝統文化や美意識の形成を理解する。 

○外来宗教である儒教の受容と展開について学習

し、伝統文化をなす儒教道徳の特徴を理解する。 

○朱子学を批判して陽明学を説いた中江藤樹の思想

を理解する 

日本の風土や伝

統、外来思想の受

容に対する関心を

高め、日本人にみ

られる人間観、自

然観、宗教観など

の特質について意

欲的に探究し、国

際社会に生きる主

体性のある日本人

としての在り方生

き方について考え

ようとしている。 

古典や生活慣習な

どをもとに、日本

の風土や伝統につ

いて考察し、仏教

や儒教、西洋思想

などの外来思想の

受容と吸収につい

て学習しながら、

日本人にみられる

人間観、自然観、

宗教観などの特質

について多面的・

多角的に考察し、

国際社会に生きる

主体性のある日本

人としての在り方

生き方について探

究するとともに、

広い視野に立って

主体的かつ公正に

判断している。ま

日本の風土や伝

統、外来思想の受

容などに関して、

資料集などを手掛

かりとするほか、

図書館、美術館、

博物館などで資料

を探索し、日本人

にみられる人間

観、自然観、宗教

観などの特質につ

いての理解を深

め、国際社会に生

きる主体性のある

日本人としての在

り方生き方につい

て探究する学習に

役立つ情報を主体

的かつ適切に選択

して活用してい

る。 

日本の風土や伝統、

仏教や儒教、西洋思

想などの外来思想の

受容と吸収に関し

て、日本人にみられ

る人間観、自然観、

宗教観などの特質

を、生きる主体とし

ての自己確立の課題

と結び付けて理解

し、人格の形成に生

かす知識として身に

付けている。 

発言② 

ノート整理①④ 

課題提出① 

討論②③ 
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○日本独自の儒学として古学の思想を学習する。 

○古学から国学への展開と、国学による自文化理解

の特徴を学習し、近代日本の在り方を考える。 

○朱子学に基づく江戸思想の多様な展開を理解す

る。 

○洋学の発展と西洋に対する「和魂洋才」の態度に

ついて理解する。 

た、それらを追究

し考察した過程や

結果を様々な方法

で適切に表現して

いる。 

期末考査  

 

 ４節 
 

 

 

 

 

 

 

 

２編 

１章 

 １節 

 ２節 

 ３節 

 ４節 

 ５節 

 ６節 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①知識・技能 

②思考力・判断力・表現

力 

③主体性・積極性 

④協調性・柔軟性 

⑤チャレンジ精神 

⑦意欲・関心・態度 

 

日本の風土や伝統、仏教や儒教、西洋思想などの外

来思想の受容と吸収に関して、日本人にみられる人

間観、自然観、宗教観などの特質を、生きる主体と

しての自己確立の課題と結び付けて理解し、人格の

形成に生かす知識として身に付けている。 

○内村鑑三の思想形成を通して、日本近代化の課題

について考える。 

○国家主義の台頭や初期社会主義の展開を通じて、

日本近代化の課題について考える。 

○夏目漱石の文学や大正デモクラシーの展開を学習

し、日本近代化の課題について考える。 

○独創的な西田哲学や和辻倫理学の形成と、近代化

の挫折としての、ファシズムについて考える。 

○柳田国男らの自文化理解の在り方を学習する。ま

た、環境問題を倫理的視点から考える 

 

○ルネサンス人文主義が、近代の人間中心主義ヒュ

ーマニズムへと展開したことを理解する。 

○宗教改革が個人の自由を原理とする西欧近代社会

形成の重要な契機となったことを理解する。 

○モラリストの思想と理性主義へのパスカルの批判

を考える。 

○近代科学および機械論的自然観の特徴を理解す

る。 

○近代科学の発展に大きな影響を与えたベーコンと

デカルトの思想の特徴を理解する 

○民主社会を形成する基本原理を、自然法思想や社

会契約論の展開から理解する。 

○自律を人格の尊厳の根拠とするカントの思想を学

習し、近代の人間尊重の精神を理解する。 

○ヘーゲルの弁証法的なものの見方、および弁証法

の論理に基づく「人倫」の捉え方を理解する。 

○功利主義思想の特徴を理解し、功利主義と民主主

義との関係や、個性の自由について考える。 

○実証主義や社会進化論、プラグマティズムの思想

の特徴を理解する。 

○社会主義思想およびマルクスの人間観・社会観を

学習し、現代の精神的貧困について考える。 

○キルケゴールの単独者やニーチェの超人の思想を

学習し、主体的自己の確立について考える。また実

存思想を学習し、自由な内面的自己を確立する意義

と、人類に責任を負う生き方を考える。 

○言葉が現代思想の主要な主題であることを理解す

る。 

○フランクフルト学派を学習し、自然と人間を道具

化する文明について考える。 

○レヴィ=ストロースによる西欧優位の文明に対す

る構造主義の批判、フーコーによる理性と反理性、

レヴィナスによる自己中心からの離脱といった考え

方に触れる。 

 

現代に生きる人間

が直面する諸課題

に対する関心を高

め、倫理的視点か

ら意欲的に追究

し、他者と共に生

きる自己の生き方

について考えよう

としている。現代

の諸事象における

倫理的課題から、

関心のある問題を

積極的に選択し、

自己の課題とつな

げて意欲的に追究

している。現代に

生きる人間として

の在り方生き方に

ついて考え、倫理

的諸課題に進んで

取り組もうとして

いる。 

 

現代に生きる人間

が直面する諸課題

について、ルネサ

ンス以後、現代に

至る西洋思想の形

成と展開を手掛か

りとして多面的・

多角的に考察し、

倫理的な見方や考

え方を身に付け、

他者と共に生きる

自己の生き方にど

うかかわるかを広

い視野に立って主

体的かつ公正に判

断している。ま

た、それらを追究

し考察した過程や

結果を様々な方法

で適切に表現して

いる。自然と人間

とのかかわり（生

命倫理、環境倫

理）、社会生活と

自己とのかかわり

（家族・社会、情

報化）、国際社会

と自己とのかかわ

り（異文化理解、

国際平和）などの

視点から、現代の

倫理的諸課題を、

自己の課題とつな

げて多面的・多角

的に考察し、現代

に生きる人間とし

ての自己の在り方

生き方について広

い視野に立って主

体的かつ公正に判

断している。ま

た、課題を追究し

考察した過程や結

果を、レポートに

まとめ、発表や討

論などを通して適

切に表現してい

る。 

 

ルネサンス以後、

現代に至る西洋思

想の形成と展開に

関して、資料集な

どを手掛かりとす

るほか、図書館、

美術館、博物館な

どで資料を探索

し、先哲などの考

え方や生き方を自

らの思索を深める

ために活用してい

る。現代の倫理的

諸課題に関する諸

資料をインターネ

ットなどの様々な

メディアを通して

収集し、自己の課

題とつなげて追究

する学習に役立つ

情報を主体的かつ

適切に選択して活

用している。 

 

ルネサンス以後、現

代に至る西洋思想の

形成と展開につい

て、合理的精神、民

主社会の倫理、科学

技術文明の在り方、

人間の尊厳の自覚な

どについて、自己の

生き方とつなげて理

解し、社会参加や自

己実現ともかかわり

ながら、人格の形成

に生かす知識として

身に付けている。今

日の生命倫理または

環境倫理の問題につ

いて、家族や地域社

会の在り方または情

報社会の在り方につ

いて、異文化の尊重

または国際平和につ

いて、それぞれ現代

に生きる人間として

の在り方生き方にか

かわる諸課題を、自

己の課題とつなげて

理解し、人格の形成

に生かす知識として

身に付けている。 

発言② 

ノート整理①④ 

課題提出① 

討論②③ 

 

卒業考査  

   

○シュヴァイツァーの生命への畏敬、ガンディーの

非暴力主義の現代的意義を理解する。 

○ロールズの正義論、センの潜在能力の立場から、

社会的な平等や福祉のありかたについて考える。 

○自己実現と幸福について考え、ボランティア活動

等をとおした社会的連帯の意義を理解する。 

     

 

４ 評価基準 

人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念に基づいて、青年期における自己形成について関心を高め、人格の形成と他者と共に生きる

主体としての自己の確立に努める実践的意欲をもつとともに、これらに関わる諸課題を探究する態度を身に付け、人間としての在り方

生き方について自覚を深められたか（意欲･関心･態度）。他者と共に生きる主体としての自己の確立について広く課題を見いだし、人

間の存在や価値などについて多面的・多角的に考察し探究するとともに、良識ある公民として広い視野に立って主体的かつ公正に判断

して、その過程や結果を様々な方法で適切に表現できたか（思考･判断･表現）。青年期における自己形成や人間としての在り方生き方

などに関する諸資料を様々なメディアを通して収集し、有用な情報を適切に選択して、これらを他者と共に生きる主体としての自己の

確立に資するよう活用できたか（資料活用の技能）。青年期における自己形成や人間としての在り方生き方などに関わる基本的な事柄

を、他者と共に生きる主体としての自己確立の課題とつなげて理解し、人格形成に生かす知識として身に付けられたか（知識･理解） 

 

５ その他 

 

 

 


